
 

 

 

帯広市食育推進条例（案） <逐条解説（要旨）> 
 

 

（前文） 

十勝・帯広は、日高山脈や大雪山系などに囲まれ、十勝川水系の清流や国内有数の日照時間

など、恵まれた自然環境を有する地域である。明治 16 年の晩成社の入植以来、先人たちのた

ゆまぬ努力により、広大な原野に豊かな耕地が開かれ、今日では国内有数の食料基地にまで発

展してきており、私たちはこの地で生産される安全で良質な農畜産物を生活に取り入れなが

ら、豊かな暮らしを営んできた。 

「食」は、生命の源であり、健全な食生活は、健康で心豊かな生活を送る上での基礎となる

ものである。しかしながら、近年、社会経済情勢や人々の生活スタイルが大きく変化し、時間

的・精神的・経済的にゆとりのない生活を送る中で、私たちは「食」の大切さを忘れてしまい

がちである。それに伴い、不健全な食生活による生活習慣病等の増加をはじめ、大量の食品廃

棄物の発生や家庭等における食の伝承力の低下、産地や安全性などにこだわらず食材等を選

択する人がいるなど、様々な問題が生じてきている。 

こうした状況の中、市⺠⼀⼈ひとりが、今⼀度「⾷」の⼤切さを⾒直し、「⾷」に関する正

しい知識と「食」を選択する力を身につけるとともに、我が国を代表する食料基地に住む私た

ちが、十勝・帯広産の安全で良質な農畜産物に誇りを持ち、積極的に消費していく必要がある。 

ここに、食育に関する基本理念を明らかにし、豊かな自然と食に恵まれ、食や農業などの資

源を最⼤限に⽣かしたまちづくりを進めているこの帯広市において、すべての市⺠が⼀丸と

なって「食育」に関する取組を推進していくため、この条例を制定する。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 条例制定に至った背景、意義、条例に込めた思いを前文としてまとめています。 

 〇 「食」は、生命の源であり、健全な食生活は、健康で心豊かな生活の基礎ですが、近年、

様々な環境変化などにより、私たちはゆとりをなくし、「食」の大切さを忘れがちで、それ

に伴い、生活習慣病の増加や大量の食品廃棄物の発生、産地や安全性などにこだわらず食材

等を選択する人がいるなど、様々な問題が生じてきています。 

 〇 こうした状況の中、市⺠⼀⼈ひとりが、「⾷」に関する正しい知識と「食」を選択する力

を身につけるとともに、一大食料基地に住む私たちが、積極的に地産地消を図っていく必要

があることから、豊かな自然と食に恵まれ、食や農業などの資源を最大限に生かしたまちづ

くりを進めているこの帯広市において、すべての市⺠が⼀丸となって「⾷育」に取り組んで

いく決意を示しています。 
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第 1 章 総則 

（目的） 

第１条 この条例は、⾷育の推進に関する基本理念を定め、市、市議会、市⺠、教育関係者

等、保健医療関係者等、農業者等及び食品関連事業者等の役割を明らかにするとともに、

⾷育に関する施策の基本となる事項を定めることにより、市、市議会及び市⺠等が⼀丸と

なって、⾷育に関する取組を推進し、もって市⺠が⼼⾝ともに健康で⼼豊かな⽣活を送る

ことができる社会の実現に寄与することを目的とする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 この条例の目的を示しています。 

 〇 本市の食育に関する基本理念や施策の基本となる事項を定め、食育を推進する上での様々

な関係者の役割を明確にすることで、すべての関係者が一丸となって、食育に関する取組を

推進し、市⺠が⼼⾝ともに健康で⼼豊かな⽣活を送ることができる社会を目指すことを定

めています。 

 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。 

⑴ 食育 様々な経験を通じて、食に関する知識と食を選択する力を習得し、健全な食生

活を実践することができる人間を育てることをいう。 

⑵ 教育関係者等 教育及び保育に関する職務に従事する者並びに教育及び保育に関す

る団体をいう。 

⑶ 保健医療関係者等 保健、医療（⻭科医療を含む。以下同じ。）及び介護その他の社

会福祉（以下「保健医療等」という。）に関する職務に従事する者並びに保健医療等に

関する団体をいう。 

⑷ 農業者等 農業を営む者及び農業に関する団体をいう。 

⑸ 食品関連事業者等 食品関連の事業者及び食品関連事業に関する団体をいう。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 この条例における用語解釈の統一を図るため、基本的用語の意味を明確化するものです。 
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（基本理念） 

第３条 食育は、食に関する適切な判断力を養い、生涯にわたって健全な食生活を実現する

ことにより、市⺠の⼼⾝の健康の増進及び豊かな⼈間形成に資することを基本として⾏

われなければならない。 

２ 食育は、日常の食生活が自然の恩恵及び食に関わる様々な人々の活動に支えられてい

ることへの認識や感謝の気持ちを育むことに加え、生産から消費に至るまでの「食の循

環」が、環境に与える影響に関する理解を深めることにより、食品廃棄物の削減等、市⺠

の環境に配慮した食生活等の実現に資することを基本として行われなければならない。 

３ 食育は、食に関する多様な体験機会の提供のほか様々な活動を展開し、十勝・帯広の農

畜産物及び⾷⽂化等に対する市⺠の関⼼及び理解を深めることにより、地産地消及び⾷

文化の継承に資することを基本として行われなければならない。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 食育を推進していく上で、様々な関係者が共有すべき、基本となる三つの考え方を示した

ものです。 

 〇 一点目として、⾷育は、市⺠⼀⼈ひとりが⾃ら進んで⾷に関する適切な判断⼒を養い、⽣

涯にわたって健全な食生活を送っていくことで、心身の健康の増進と豊かな人間形成が図

られることを目指して行われなければならないことを定めています。 

 〇 二点目として、食育は、日常の食生活が自然の恵みや、農業者など食に関わる様々な人々

の努力に支えられていることを理解し、そのことへの感謝の気持ちを育んでいくことを目

指して行われなければならないことを定めています。 

 〇 また、食育は、生産から、加工、流通、販売、調理、食事、廃棄に至るまでの「食の循環」

において、それぞれの過程で環境に与えている影響の理解を深め、食品廃棄物の削減に努め

るなど、環境への影響ができる限り少なくなるような生活を目指して行われなければなら

ないことを定めています。 

 〇 三点目として、食育は、農作業体験など、食に関する多様な体験機会の提供や各種啓発活

動などを通じて、十勝・帯広の農畜産物や⾷⽂化等への市⺠の関⼼や理解を深めることで、

地産地消や食文化の継承が図られることを目指して行われなければならないことを定めて

います。 
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（市の役割） 

第４条 市は、前条に定める基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、食育の推

進に関する総合的な施策を策定し、計画的に実施するものとする。 

２ 市は、市⺠に対して⾷育に関する施策の普及啓発に取り組み、市⺠の理解を得るよう努

めるものとする。 

３ 市は、市議会、市⺠、教育関係者等、保健医療関係者等、農業者等及び食品関連事業者

等との協働により、食育の推進に取り組むよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 市が果たすべき役割を示しています。 

 〇 市は、本市における食育を推進していくため、食育に関する総合的な施策を策定した上で、

その内容の周知啓発を⾏い、市⺠理解が得られるよう努めるとともに、様々な関係者と連

携・協力しながら、食育に関する施策を計画的に実施してくことを定めています。 

 

（市議会の役割） 

第５条 市議会は、基本理念にのっとり、市の食育に関する施策が効果的に推進されるよ

う、施策の実施状況の確認等に努めるとともに、市及び他のものが実施する食育の推進に

関する活動に協力するよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 市議会が果たすべき役割を示しています。 

 〇 市議会は、食育に関する施策が効果的に推進されるよう、議会活動を通して、施策の実施

状況や進捗度合の確認などに努めるとともに、様々な関係者が実施する食育に関する活動

に協力するよう努めることを定めています。 

 

（市⺠の役割） 

第６条 市⺠は、基本理念にのっとり、⾷に関する理解を深め、適切な判断⼒を養うことで、

健全な食生活の実現に努めるとともに、市が実施する食育の推進に関する施策に協力す

るよう努めるものとする。 

２ 保護者は、食生活の中で、子どもたちが健全な心身を培い、豊かな人間性を育むことが

できるよう、子どもたちに必要な教育等を行うよう努めるものとする。 

 
 

【解説（要旨）】 

 〇 市⺠が果たすべき役割を⽰しています。 

 〇 ⾷育を推進するためには、市⺠⼀⼈ひとりが意識を持って主体的に取り組むことが重要

です。 

 〇 このため、市⺠は、自ら進んで食に関する知識や理解を深め、安全でバランスのよい食を

選択する判断力を養うことで、毎日の健全な食生活を送るよう努めるとともに、市が実施す

る食育に関する施策の推進に協力するよう努めることを定めています。 

 〇 また、各家庭において、保護者は、毎日の食生活の中で、子どもたちが健全な心身を培い、

豊かな人間性を育むことができるよう、子どもたちが食に関する知識や食を選択する力を

身につけるための教育や助言等を分かりやすく行うよう努めることを定めています。 
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（教育関係者等の役割） 

第７条 教育関係者等は、基本理念にのっとり、食に関するあらゆる機会及び場所を利用し

て、子どもたちの食に関する関心及び理解を深めるよう努めるとともに、他のものが実施

する食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 教育関係者等が果たすべき役割を示しています。 

 〇 教育関係者等は、子どもたちが食の大切さを理解し、食に関する正しい知識と食を選択す

る力を習得できるよう、必要な教育等を行う重要な役割を担っています。 

 〇 このため、教育関係者等は、子どもたちの発達段階に応じ、授業や給食、食に関する体験

学習など、様々な機会や場所を利用して、子どもたちの食に関する関心や理解を深めるため

の教育や助言等を分かりやすく行うよう努めるとともに、様々な関係者が実施する食育に

関する活動に協力するよう努めることを定めています。 

 

（保健医療関係者等の役割） 

第８条 保健医療関係者等は、基本理念にのっとり、食に関するあらゆる機会及び場所を利

⽤して、市⺠の⾷に関する関⼼及び理解を深めるよう努めるとともに、他のものが実施す

る食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

〇 保健医療関係者等が果たすべき役割を示しています。 

 〇 保健医療関係者等は、市⺠が健全な⾷⽣活を実践できるよう、必要な指導や助⾔等を⾏う

重要な役割を担っています。 

 〇 このため、保健医療関係者等は、各種検診や健康相談など、様々な機会や場所を利用して、

市⺠の⾷に関する関⼼や理解を深めるための指導や助⾔等を分かりやすく行うよう努める

とともに、様々な関係者が実施する食育に関する活動に協力するよう努めることを定めて

います。 

 

（農業者等の役割） 

第９条 農業者等は、基本理念にのっとり、農業に関する情報及び体験機会を積極的に提供

し、⾃然の恩恵や⾷を⽣産する仕事の重要性について、市⺠の理解を深めるよう努めると

ともに、他のものが実施する食育の推進に関する活動に協力するよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 農業者等が果たすべき役割を示しています。 

 〇 農業者等は、良質で安全な地元産農畜産物の情報や⽣産過程などを市⺠に伝える重要な

役割を担っています。 

 〇 このため、農業者等は、農業に関する情報や体験機会を市⺠に積極的に提供し、⾃然の恩

恵や食の有り難さ、⾷を⽣産する仕事の重要性に関する市⺠の理解を深めるための啓発活

動等を分かりやすく行うよう努めるとともに、様々な関係者が実施する食育に関する活動

に協力するよう努めることを定めています。 
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（食品関連事業者等の役割） 

第10条 食品関連事業者等は、基本理念にのっとり、安全性の高い食品の提供及び食に関す

る幅広い情報提供に努めるとともに、他のものが実施する食育の推進に関する活動に協

力するよう努めるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 食品関連事業者等が果たすべき役割を示しています。 

〇 この条例における食品関連事業者等は、食育基本法（平成 17 年法律第 63 号）第十二条

で定義している、食品の製造、加工、流通、販売又は食事の提供を行う事業者及びその組織

する団体としています。 

 〇 食品関連事業者等は、生産者と消費者の間を、食品の製造から販売等を行うことでつなぐ、

重要な役割を担っています。 

 〇 このため、食品関連事業者等は、安全で安心して消費できる食品の提供の重要性を認識し、

安全性の高い食品の提供と、食に関する幅広い情報の提供に努めるとともに、様々な関係者

が実施する食育に関する活動に協力するよう努めることを定めています。 

 

   第２章 施策の基本となる事項 

（家庭における食育の推進） 

第11条 市は、家庭における食育の推進のため、食に関する知識の普及及び情報の提供等に

より、市⺠の健全で環境にやさしい⾷⽣活の実践が図られるよう必要な施策を講ずるも

のとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 子どもが、食に関する知識や日々の食生活を通じた環境にやさしい行動を身につける上

では、基本的な生活習慣を身につける場である家庭における食育が重要です。 

 〇 このため、市は、各家庭における食育が適切に実施されるよう、食に関する知識や情報の

提供等を分かりやすく⾏うことで、市⺠の規則正しくバランスの取れた⾷⽣活や、食品廃棄

物の減少など環境にやさしい食生活の実践が図られるよう、必要な施策を実施していくこ

とを定めています。 

 

（学校、保育所等における食育の推進） 

第12条 市は、学校、保育所等における効果的な食育の推進を図るため、食に関する指導内

容及び食に関する多様な体験機会の充実等により、子どもたちの食に関する関心及び理

解が深まるよう必要な施策を講ずるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 子どもへの食育を効果的に進めていく上では、子どもたちが食と関わる時間の多い学校

や保育所等における食育の充実が重要です。 

 〇 このため、市は、授業や給食を通じた食に関する指導内容の充実や、農作業体験や農業者

との交流など食に関する様々な体験機会の充実等を行うことで、子どもたちの食に関する

関心及び理解が深まるよう、必要な施策を実施していくことを定めています。 
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（生産者と消費者との交流の促進） 

第13条 市は、生産者と消費者との交流の促進等により、両者の相互理解が進み、食や生産

者への感謝の気持ちが深まるよう必要な施策を講ずるものとする。 

 

【解説（要旨）】 

 〇 毎日の食生活が自然の恩恵や食に関わる様々な人々の努力に支えられていることを理解

し、感謝の気持ちを育んでいく上では、生産者との交流機会の充実が重要です。 

 〇 このため、市は、直売所の開催支援など、生産者と消費者との交流を促進することで、食

や生産者への感謝の気持ちが深まるよう、必要な施策を実施していくことを定めています。 

 

（地産地消の促進） 

第14条 市は、十勝・帯広で生産された農畜産物の学校、保育所等における利用を促進する

とともに、地域内における積極的な消費が図られるよう必要な施策を講ずるものとする。 
 

【解説（要旨）】 

 〇 十勝・帯広で生産された良質で安全な農畜産物に誇りを持ち、地域全体で消費拡大を図っ

ていくことが重要です。 

 〇 このため、市は、十勝・帯広産農畜産物の学校や保育所の給食等での利用を促進するとと

もに、情報発信などを通じて地域内における積極的な消費が図られるよう、必要な施策を実

施していくことを定めています。 
 

（食文化の継承の促進） 

第15条 市は、十勝・帯広の特色ある食文化が引き継がれていくよう必要な施策を講ずるも

のとする。 
 

【解説（要旨）】 

 〇 豊かな食材に恵まれた十勝・帯広の特色ある食文化を、次世代に引き継いでいくことが重

要です。 

 〇 このため、市は、各種行事等を通じて、十勝・帯広の特色ある食文化が引き継がれていく

よう必要な施策を実施していくことを定めています。 
 

   第３章 推進体制等 

（食育推進計画） 

第16条 市は、食育に関する取組を総合的かつ計画的に推進するため、食育基本法（平成 17

年法律第 63号）の規定により、帯広市食育推進計画を策定するものとする。 
 

【解説（要旨）】 

 〇 食育に関する取組を総合的かつ計画的に推進するため、市は、食育基本法（平成 17年法

律第 63号）の規定により、帯広市食育推進計画を策定することを定めています。 
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（財政上の措置） 

第17条 市は、食育の推進のために、必要な財政上の措置を講ずるよう努めるものとする。 
 

【解説（要旨）】 

 〇 食育に関する施策の実効性を確保するため、市は必要な財政上の措置を行うよう努める

ことを定めています。 
 
 

（委任） 

第18条 この条例に定めるもののほか、この条例の施⾏に関し必要な事項は、市⻑が別に定

める。 
 

【解説（要旨）】 

 〇 本条例の施⾏に関し必要な事項は、市⻑が別に定めることができるよう定めています。 

附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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